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5月の展望
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　年度末から年度初めは機関投資家などからの買
いが出やすい傾向がある。さらに4月は米著名投
資家のウォーレン･バフェット氏が｢日本株へ追
加投資を行う可能性｣などの意向が報道され
(4/11日本経済新聞)、同氏が好むとされるバリ
ュー株が売買される展開となった。
　5月相場は、ファンダメンタルズや株式需給か
ら調整局面になる可能性がある。米国では利上げ
効果で景況感は悪化するもインフレは収束してい
ない。日本では3月期企業の決算発表が本格化す
るが、マクロ環境が不透明な中では、企業は堅調
な業績計画を示しづらいだろう。
　投資戦略としては、インバウンド消費と半導体
関連、低PBR銘柄の選好も継続する。特に23年
3月の訪日外客数は181万人(日本政府観光局推
計)と、コロナ禍前の月平均と比較して7割弱の
水準まで回復した。今後は中国からの入国者の緩
和で、訪日外客数の本格化が期待される。

（4/26 田部井)

ファンダメンタルズや株式需給からの調整局面に留意

4月の銘柄・業種別騰落率（3/31→4/24）インバウンド消費や半導体の需給改善、
低PBRがテーマに



銘柄
スクリーニング
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◇株価が“大勢上昇基調”にあり、上昇率が比較的穏健な銘柄群
（選択条件）
・東証プライム市場上場。4月24日現在、株価＞13週移動平均＞同26週＞同52週の順に位置し、各移動平均が3週連続上昇。
株価の対13週平均カイ離が12％以下、同13週の対26週カイ離が8％以下、同26週の対52週カイ離が8％以下。株価の対
52週平均カイ離が20％以下。21年以降の安値からその後の高値までの上昇率60％以下、年初来安値から同30％以下、年
初来高値から直近までの下落率10％以内。直近予想期の営業利益伸び率-5％以上(黒字転換含む)、同PER40倍未満。売買
代金25日平均4.5億円以上、時価総額2000億円以上。

週足‶順パターン"の出遅れ銘柄
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ispaceなど新規公開銘柄が賑わう
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5月の
スケジュール

Report 2023 May○19

米国のインフレと景気動向を注視


